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【手続補正書】
【提出日】平成26年12月19日(2014.12.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　移動局装置が属していない他セルへ該移動局装置が与える干渉量の指標を取得する干渉
量指標取得部と、
　前記干渉量指標取得部が取得した干渉量の指標に応じて、前記移動局装置に対し、同一
周波数を重複して使用する他の移動局装置の許容重複数を設定する許容重複数決定部と、
　を備えることを特徴とする基地局装置。
【請求項２】
　前記許容重複数決定部は、前記許容重複数として、前記移動局装置が使用する周波数帯
域を前記他の移動局装置が重複して使用することを許容するか否かを示す値に設定するこ
とを特徴とする請求項１に記載の基地局装置。
【請求項３】
　前記許容重複数決定部は、前記許容重複数として、前記移動局装置が使用する周波数帯
域を重複して使用する前記他の移動局装置の数を自基地局装置が受信に使用するアンテナ
数以上とすることを許容するか否かを示す値に設定することを特徴とする請求項１に記載
の基地局装置。
【請求項４】
　前記干渉量の指標は、自基地局装置と前記移動局装置との間のパスロスに関する情報で
あることを特徴とする請求項１から請求項３のいずれか一項に記載の基地局装置。
【請求項５】
　前記移動局装置から送信される自基地局装置で送信電力レベルが既知のパスロス測定信
号を受信する受信部を備え、
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　前記干渉量指標取得部は、前記パスロス測定信号に基づいて、前記移動局装置から自基
地局装置への伝送における上りパスロスを前記パスロスに関する情報として算出する上り
パスロス測定部を備えることを特徴とする請求項４に記載の基地局装置。
【請求項６】
　前記移動局装置からパスロスに関する情報を受信する受信部を備え、
　前記許容重複数決定部は、前記受信部が受信したパスロスに関する情報に応じて、前記
移動局装置に対し、前記許容重複数を設定する請求項４に記載の基地局装置。
【請求項７】
　前記パスロスに関する情報は、基地局装置から前記移動局装置への伝送における下りパ
スロスの値であることを特徴とする請求項６に記載の基地局装置。
【請求項８】
　前記パスロスに関する情報は、前記移動局装置の許容重複数であることを特徴とする請
求項６に記載の基地局装置。
【請求項９】
　前記パスロスに関する情報は、前記移動局装置が使用可能な最大送信電力と所定の受信
信号レベルを達成するために必要な送信電力との差を示す情報であることを特徴とする請
求項６に記載の基地局装置。
【請求項１０】
　前記許容重複数決定部は、前記移動局装置が他セルへ与える干渉量の指標に応じて、該
移動局装置が伝送に使用する帯域のうち同一セル内の他の移動局装置と重複させても良い
帯域の割合を設定することを特徴とする請求項１から請求項９のいずれか一項に記載の基
地局装置。
【請求項１１】
　前記許容重複数決定部が決定した許容重複数に基づいて、前記移動局装置が伝送に使用
する周波数を決定するスケジューリング部を備えることを特徴とする請求項１から請求項
１０のいずれか一項に記載の基地局装置。
【請求項１２】
　基地局装置が実行する許容重複数決定方法であって、
　移動局装置が属していない他セルへ該移動局装置が与える干渉量の指標を取得する干渉
量指標取得手順と、
　前記干渉量指標取得手順により取得された干渉量の指標に応じて、同一周波数の重複使
用を許容する他の移動局装置の許容重複数を決定する許容重複数決定手順と、
　を有することを特徴とする許容重複数決定方法。
【請求項１３】
　基地局装置から受信した信号を用いて下りパスロスを測定する下りパスロス測定部と、
前記下りパスロス測定部が測定した下りパスロスに基づいて、同一セル内で同一周波数の
重複使用を許容する他の移動局装置の許容重複数を決定する許容重複数決定部と、
　前記許容重複数決定部が決定した許容重複数を前記基地局装置へ通知する送信部と、
　を備えることを特徴とする移動局装置。
【請求項１４】
　移動局装置が実行する許容重複数通知方法であって、
　基地局装置から受信した信号を用いて下りパスロスを測定する下りパスロス測定手順と
、
　前記下りパスロス測定手順により測定された下りパスロスに基づいて、同一セル内で同
一周波数の重複使用を許容する他の移動局装置の許容重複数を決定する許容重複数決定手
順と、
　前記許容重複数決定手順により決定された許容重複数を前記基地局装置へ通知する送信
手順と、
　を有することを特徴とする許容重複数通知方法。
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